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近
年
、
日
本
で
は
物
価
上

昇
、
失
業
率
や
外
国
人
労
働

者
の
増
加
な
ど
を
背
景
と
す

る
生
活
困
窮
者
の
増
加
が
顕

著
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
救

急
医
療
の
現
場
に
も
及
ん
で

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

ま
ず
、
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
で
示
さ
れ
る
物

価
は
、
過
去
10
年
間
で
約
10

％
増
加
し
て
い
る
。
平
均
年

収
も
緩
や
か
に
増
加
し
て
い

る
が
充
分
と
は
程
遠
く
、
所

得
格
差
や
消
費
税
率
ア
ッ
プ

も
あ
り
、
低
所
得
層
や
困
窮

者
に
と
っ
て
は
生
活
費
負
担

が
増
す
こ
と
で
医
療
費
の
支

払
い
を
困
難
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
失
業
率
や
生
活
保
護

受
給
者
も
増
加
傾
向
で
、
２

０
２
３
年
の
失
業
率
は
約
４

・
５
％
、
生
活
保
護
受
給
者

は
約
２
０
０
万
人
で
あ
り
、

社
会
的
貧
困
の
指
標
と
も
い

え
る
。

　

救
急
医
療
は
こ
う
し
た
社

会
的
背
景
を
強
く
反
映
す

る
。
生
活
困
窮
者
や
社
会
的

弱
者
は
疾
病
リ
ス
ク
が
高
い

う
え
、
医
療
費
の
負
担
も
大

き
い
た
め
受
診
を
躊
躇
い
、

重
篤
化
し
て
か
ら
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。

　

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
に

伴
い
労
働
力
確
保
の
た
め
に

外
国
人
労
働
者
の
数
が
増
加

し
て
お
り
、
２
０
２
３
年
時

点
で
約
１
７
４
万
人
の
外
国

人
労
働
者
が
日
本
に
在
留
し

て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の

賃
金
や
生
活
環
境
は
必
ず
し

も
適
正
と
は
い
え
ず
、
言
語

・
文
化
や
医
療
制
度
の
違
い

か
ら
医
療
ア
ク
セ
ス
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
、
日
本
人
の

生
活
困
窮
者
と
同
様
に
医
療

弱
者
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
尊

重
し
、
地
域
や
文
化
に
応
じ

た
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

包
括
的
か
つ
公
平
に
提
供
す

る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、

健
康
格
差
の
解
消
や
医
療
の

質
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

経
済
水
準
と
健
康
水
準
は

密
接
に
関
連
す
る
が
、
い
ま

や
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ド
イ
ツ

に
抜
か
れ
世
界
４
位
と
な

り
、
円
安
、出
生
率
低
下
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
紛
争
や
中
東
情
勢

な
ど
日
本
経
済
に
明
る
い
兆

し
は
乏
し
い
。
日
本
が
先
進

的
な
技
術
を
持
つ
Ａ
Ｉ
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
分

野
等
で
環
境
に
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
成
長
を
通
し
て
経

済
の
復
興
を
達
成
し
、
社
会

全
体
の
健
康
と
福
祉
が
向
上

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
川
崎
市
立
川
崎
病
院　

救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
救
急
科

�

上
野
浩
一　

80
回
）

東
医
体
Ｃ
リ
ー
グ
3
位

申請資格
／補助内容

慶應義塾大学公認学生団体(医学部)

2024年度の補助対象の活動に直接関係のある支出

申請期限 2024年 11 月 22日（金）正午

申請資格 慶應義塾大学医学部生 / 医学研究科大学院生(修士・博士課程)で、
筆頭発表者として2024年4月～2025年3月開催分（予定を含む）国際学会へ参加する者

補助内容 現地開催のみ：学会開催地への往復航空券運賃、学会参加費（懇親会費は除く）、宿泊費

申請期限 2024年 11月 22日（金）正午

2024年度坂口光洋記念慶應義塾医学振興基金

医学国際交流事業募集
A区分 【A-1 短期海外留学プログラム/A-2 短期海外研究活動 費用補助】
(A-1 1件上限50万円/A-2 1件上限30万円)A

B区分 【医学部公認団体の国際交流活動 費用補助】 (1団体上限20万円)

C区分 【国際学会参加 費用補助】 (現地開催、1件上限30万円)

【申請区分別募集内容】

区分 A-1:短期海外留学プログラム A-2:短期海外研究活動

申請資格

慶應義塾大学医学部生（全学年） 慶應義塾大学医学部生（全学年）
医学研究科大学院生（修士・博士課程）

医学分野の研究・学習のために
海外へ短期留学するもの（もしくはそれに
準ずるもの）（海外大学主催のサマー
セミナー等を含む）

共同研究を展開していくために指導教授の指示
により海外へ短期研究活動・留学するもの

※医学部生については同じ渡航先に対して石井石
橋基金による奨学金との併用はできない。

対象期間

授業・試験等正課のない夏季休暇期間 2024年4月～2025年3月帰国分（予定を含む）
※医学部生については原則として授業・試験等正
課のない期間（渡航の可否を応募前に学生課に相
談のこと）
※修士課程については授業に差し障りのない時期

申請期限 2024年6月10日（月）正午 2024年11月22日（金）正午

　

慶
應
義
塾
赤
倉
山
荘
は
一

度
焼
失
し
ま
し
た
が
、
１
９

９
４
年
11
月
に
再
建
さ
れ
て

現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
３
月
、
再
建
か

ら
約
30
年
、
管
理
人
と
し
て

赤
倉
山
荘
を
支
え
、
多
く
の

利
用
者
に
と
っ
て
の
心
の
故

郷
に
し
て
く
れ
た
望
月
さ
ん

ご
夫
妻
が
退
職
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
の

温
か
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

と
素
晴
ら
し
い
お
人
柄
を
愛

す
る
多
く
の
方
々
が
集
ま

り
、
２
０
２
４
年
４
月
17
日

夜
、
慶
應
病
院
11
階
ザ
パ
ー

席
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

方
々
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
を

見
て
、
こ
れ
か
ら
も
赤
倉
山

荘
が
慶
應
社
中
の
交
流
を
活

発
に
す
る
場
に
な
る
こ
と
を

予
感
し
ま
し
た
。

（
赤
倉
山
荘
運
営
委
員
長

�

深
川
和
己
（
眼
68
回
）

■
望
月
さ
ん
大
感
謝
祭
に

　
参
加
し
て

　

望
月
光
男
さ
ん
、
香
代
子

さ
ん
、
麻
帆
さ
ん
、
長
い
間

お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
望
月
家
皆
さ
ん
の
人
柄

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
、
良
き
思
い
出
を
胸
に

感
謝
の
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で

参
加
さ
れ
て
い
る
の
も
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　

武
田
会
長
を
は
じ
め
、
天

谷
様
、
菅
沼
様
他
、
た
く
さ

ん
の
皆
様
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
顔
見
知
り
に
な
っ

た
こ
と
は
大
収
穫
で
し
た
。

ま
た
、
吉
岡
様
他
、
い
ろ
ん

な
人
に
赤
倉
山
荘
で
の
思
い

出
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
赤
倉
山
荘

管
理
人
の
バ
ト
ン
を
望
月
さ

ん
か
ら
渡
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
し
っ
か
り
握
っ
て
走
り

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

妙
高
高
原
赤
倉
山
荘
に
て
、

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

望
月
さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
い
て
下
さ

い
。

（
新
管
理
人　

川
本　

武
）

■
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に

　
感
謝
し
て

　

望
月
様
ご
夫
妻
と
お
嬢
さ

ま
に
は
、
30
年
と
い
う
長
い

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
爺

様
が
焼
失
前
の
赤
倉
山
荘
の

管
理
人
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
そ
の
関
係
で
赤
倉

山
荘
が
再
建
さ
れ
た
当
時
か

ら
、
管
理
人
を
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
山
荘
の
運
営

に
は
、
建
物
の
維
持
、
利
用

者
の
募
集
、
管
理
者
の
3
つ

が
そ
ろ
っ
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
異
な
っ
た
職
か
ら

の
転
職
で
、
当
初
は
困
っ
た

こ
と
も
多
く
あ
っ
た
で
し
ょ

う
し
、
困
っ
た
宿
泊
客
も
多

く
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

が
多
く
の
宿
泊
者
を
招
い
た

と
思
い
ま
す
。
30
年
間
し
っ

か
り
と
守
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
の

念
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
川
本
様
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
三
四
会
長

�

武
田
純
三　

52
回
）

■
赤
倉
山
荘
開
設
の
思
い
出

　

私
が
学
生
の
時
は
赤
倉
山

荘
が
消
失
し
て
い
た
の
で
存

在
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
30
年
後
に
三
四
会
理
事

会
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
ら

再
建
の
話
題
で
持
ち
き
り
。

先
輩
方
が
い
か
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
れ
た
か
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
り
ま
し
た
。
私

も
巻
き
込
ま
れ
開
設
委
員
と

な
り
ま
し
た
。
寄
付
金
は
揃

っ
た
の
で
、
建
物
、
内
装
な

ど
で
す
。
新
潟
市
役
所
は
雪

深
い
場
所
の
建
築
に
慣
れ
て

い
る
地
元
の
業
者
を
使
っ
て

ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
。
慶

應
に
は
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
が
そ

ろ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
今

考
え
れ
ば
妙
高
を
背
景
に
し

っ
く
り
溶
け
込
ん
だ
建
物
で

良
か
っ
た
で
す
。
家
具
、
食

器
、
布
団
な
ど
女
性
理
事
は

一
人
な
の
で
主
に
私
に
任
さ

れ
ま
し
た
。
高
価
で
し
た
が

西
川
の
羽
毛
布
団
を
今
で
も

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
に
沢
山
の
思

い
出
を
作
っ
て
く
れ
た
管
理

人
望
月
さ
ん
ご
夫
妻
に
沢
山

の
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
菅
沼
安
嬉
子　

47
回
）

■
心
の
ふ
る
さ
と
、

　
赤
倉
山
荘

　

赤
倉
山
荘
は
多
く
の
方
々

に
と
っ
て
、
特
別
な
場
所
で

あ
り
、
私
た
ち
家
族
に
と
っ

て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
年
お
正
月
の
休
み
を

山
荘
で
過
ご
し
、
望
月
ご
夫

妻
と
お
嬢
様
の
暖
か
い
お
も

て
な
し
を
受
け
る
こ
と
が
楽

し
み
で
し
た
。
特
に
、
赤
倉

山
荘
で
の
お
せ
ち
料
理
は
、

我
が
家
の
お
正
月
の
風
物
詩

と
な
っ
て
お
り
、
望
月
ご
夫

妻
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

料
理
は
、
心
に
深
い
思
い
出

を
残
し
て
い
ま
す
。
一
日
思

う
存
分
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、

疲
労
し
た
体
を
い
や
し
て
く

れ
る
温
泉
、
そ
し
て
、
お
い

し
い
夕
食
は
格
別
で
し
た
。

そ
こ
で
普
段
な
か
な
か
お
会

い
で
き
な
い
三
四
会
の
先
生

方
と
も
家
族
ぐ
る
み
で
知
り

合
う
事
が
で
き
た
の
も
、
山

荘
な
ら
で
は
の
出
来
事
で
し

た
。
30
年
近
く
私
達
の
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
を
暖
か
く
提

供
し
続
け
て
い
た
だ
い
た
望

月
ご
夫
妻
の
ご
尽
力
と
ご
奉

仕
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。

（
常
任
理
事

�

天
谷
雅
行　

64
回
）

■
集
っ
た
27
年
間

　

こ
の
度
は
、
と
て
も
愉
快

な
「
望
月
さ
ん
大
感
謝
祭
」

へ
お
招
き
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
の
御
陰
で
公
私
共
に
大
変

に
お
世
話
に
な
っ
た
望
月
様

御
夫
妻
、
そ
し
て
御
嬢
様
に

御
礼
の
御
挨
拶
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

は
、
１
９
９
７
年
か
ら
春
夏

秋
冬
27
年
間
、
赤
倉
山
荘
を

利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
学
生
総
合
セ
ン

タ
ー
企
画
「
ス
キ
ー
と
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
の
集
い
」
に
お
い

て
は
、
２
０
０
７
年
（
第
21

回
）
か
ら
２
０
１
７
年
（
第

31
回
）
ま
で
、
多
く
の
塾
生

が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

望
月
様
の
存
在
な
く
し
て
こ

の
企
画
の
成
功
は
な
か
っ
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
し
く
管
理

人
を
御
引
受
け
頂
い
た
川
本

武
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
慶
應
義
塾
大
学

　

体
育
研
究
所
教
授

�

石
手　

靖
）

■
僕
ら
の
心
の
故
郷

　
―
―
赤
倉
山
荘

　

赤
倉
に
通
っ
て
14
年
、
家

族
や
友
人
と
の
色
々
な
思
い

出
が
こ
こ
に
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
素
敵
な
山
荘
を
提
供
し

北里記念式の挙行について
初代医学部長北里柴三郎先生の93年祭にあたり、医学部と三四会との共催により、下
記のとおり北里記念式を執り行うことになりました。三四会の皆様方のご列席の程を
お願い申し上げます。

記

日時　６月12日（水）午後３時～午後４時30分予定
会場　北里講堂

� 医学部長　金井　隆典
� 三四会長　武田　純三

　

３
月
23
日
、
順
天
堂
大
学

小
川
講
堂
に
て
第
66
回
東
日

本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

の
閉
会
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。

　

79
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た

慶
應
義
塾
大
学
は
、
２
位
の

自
治
医
科
大
学
（
65
・
5
ポ

イ
ン
ト
）
を
お
さ
え
て
、
見

事
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。
男

女
別
の
成
績
で
は
、
男
子
優

勝
・
女
子
第
４
位
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
第
62
回
冬

競
技
と
第
63
・
64
回
は
中

止
、
第
65
回
は
部
分
開
催
と

な
っ
て
い
た
東
医
体
で
あ
る

が
、
２
０
２
３
年
７
月
28
日

に
開
幕
し
た
第
66
回
大
会

は
、
5
年
ぶ
り
に
夏
・
冬
競

技
通
し
て
の
全
面
開
催
が
実

現
し
た
。
優
勝
し
た
６
部
門

（
弓
道
部
、
空
手
女
子
部
、

水
泳
男
子
部
、
ヨ
ッ
ト
部
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
ゴ
ル
フ

男
子
部
）、
準
優
勝
し
た
３

部
門
（
硬
式
庭
球
男
子
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
ゴ
ル
フ
女
子

部
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
多

く
の
部
門
で
ポ
イ
ン
ト
獲
得

を
成
し
遂
げ
、
総
合
優
勝
を

つ
か
み
取
り
、
慶
應
の
強
さ

を
見
せ
つ
け
た
。
直
近
の
全

面
開
催
で
あ
っ
た
第
61
回
大

会
の
成
績
は
、
総
合
第
４

新
管
理
人
の
川
本
さ
ん
夫
妻

望月さん夫妻（中央）のために集まった人たち

表彰を受ける体育会評議員

総合
（位） 大　学　名 ポイ

ント
1 慶應義塾大学 79
２ 自治医科大学 65.5
３ 信州大学 58
４ 東北大学 54
５ 福島県立医科大学 51

男子
（位） 大　学　名 ポイ

ント
1 慶應義塾大学 31.5

２
秋田大学

25
東北大学

４ 福島県立医科大学 23
５ 千葉大学 22

女子
（位） 大　学　名 ポイ

ント
1 信州大学 30
２ 福島県立医科大学 25
３ 自治医科大学 20

４
弘前大学

19
慶應義塾大学

東医体閉会式全体写真

東日本医科学生
総合体育大会 総合優勝！ 総合優勝！ 第66回慶

應
義
塾
赤
倉
山
荘
管
理
人

慶
應
義
塾
赤
倉
山
荘
管
理
人

望
月
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
感
謝
祭

望
月
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
感
謝
祭

星
野
君

武
内
君

　

山
梨
県
甲
府
市
小
瀬
町
小

瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
行
わ

れ
た
東
医
体
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
競
技
で
は
、
1
年
生
の
活

躍
が
目
立
っ
た
。
特
に
リ
ー

グ
戦
第
2
戦
の
順
天
堂
大
学

医
学
部
戦
で
は
、
1
年
生
の

藤
谷
和
輝
君
が
1
試
合
に
3

点
を
決
め
る
活
躍
を
見
せ

た
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
陣
も
3

人
体
制
の
苦
境
の
中
で
奮
闘

し
、
不
運
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に

よ
る
キ
ル
プ
レ
ー
の
中
を
無

失
点
で
切
り
抜
け
る
シ
ー
ン

も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

入
れ
替
え
戦
に
敗
れ
、
昨

年
よ
り
リ
ー
グ
を
下
げ
て
の

挑
戦
と
な
っ
た
が
、
下
級
生

の
活
躍
含
め
収
穫
の
多
い
大

会
で
あ
っ
た
。
一
方
で
ゲ
ー

ム
終
盤
で
の
失
点
が
目
立

ち
、
体
力
不
足
お
よ
び
経
験

不
足
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
本
年
度
は
下
級
生
中
心

の
チ
ー
ム
構
成
の
中
で
、
強

み
で
あ
る
得
点
力
を
伸
ば
し

な
が
ら
、
２
０
２
４
年
度
東

医
体
に
向
け
、
春
大
会
、
秋

大
会
と
経
験
を
積
ん
で
い
き

た
い
。

�

（
５
年　

菅
野
健
志
）

会
に
医
療
安
全
貢
献
賞
を
授

与
し
ま
し
た
。

　

山
元
君
は
、
院
内
急
変
対

応
、
虐
待
対
策
、
医
療
事
故

調
査
等
へ
の
貢
献
が
、
冨
田

君
は
、
小
児
領
域
の
検
査
の

安
全
、
身
体
抑
制
軽
減
、

Rapid�Response�System

の
確
立
等
へ
の
貢
献
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
放
射
線
技
術

室
は
、
検
査
レ
ポ
ー
ト
未
読

対
策
へ
の
先
駆
的
・
精
力
的

な
取
組
み
や
、
イ
ン
シ
デ
ン

ト
に
基
づ
く
実
践
型
研
修
に

勝
に
対
し
て
優
勝
旗
、
表
彰

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取

っ
た
。

　

今
後
の
、
各
部
の
さ
ら
な

る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

�

（
５
年　

伊
庭
知
里
）

ス
ケ
ー
ト
部

東
医
体
冬
季
競
技

東
医
体
冬
季
競
技

小
児
科
：
冨
田
健
太
朗
先
生

放
射
線
技
術
室
の
皆
様

救
急
科
：
山
元
良
先
生

虐
待
防
止
委
員
会
の
皆
様

て
く
れ
た
三
四
会
に
は
た
だ

た
だ
感
謝
。
慌
た
だ
し
い
毎

日
の
中
で
、
ス
キ
ー
と
温
泉

の
響
き
の
な
ん
と
魅
力
的
な

こ
と
か
。
山
荘
に
到
着
す
る

と
必
ず
待
っ
て
い
る
望
月
さ

ん
ご
夫
妻
の
あ
の
笑
顔
、
い

っ
ぺ
ん
に
暖
か
い
安
ら
ぎ
に

包
ま
れ
、
ま
る
で
実
家
に
帰

っ
た
よ
う
な
気
分
に
ひ
た
り

ま
し
た
。
赤
倉
山
荘
は
僕
ら

の
心
の
故
郷
な
の
で
す
。
そ

れ
は
望
月
さ
ん
ご
一
家
の
お

人
柄
、
献
身
的
な
ご
尽
力
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
至
福

の
時
間
で
、
様
々
な
人
々
と

の
豊
か
な
交
わ
り
は
慶
應
ら

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な

が
り
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
管
理
人
の
職
務
を
離

れ
た
望
月
さ
ん
と
、
ス
キ
ー

に
ゴ
ル
フ
に
楽
し
い
時
間
を

ご
一
緒
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

（『
三
田
文
學
』
編
集
長
／

　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

�

関
根　

謙
）

■
望
月
さ
ん
と
の
思
い
出

　

赤
倉
山
荘
管
理
人
の
望
月

さ
ん
ご
夫
妻
と
は
30
年
来
の

お
付
き
合
い
と
な
り
ま
し

た
。
望
月
さ
ん
は
東
海
道
新

幹
線
の
花
形
運
転
士
さ
ん
か

ら
管
理
人
さ
ん
と
成
ら
れ
、

ス
キ
ー
は
指
導
員
の
腕
前
、

ゴ
ル
フ
も
お
上
手
、
山
荘
の

素
晴
ら
し
い
食
事
を
奥
様
と

一
緒
に
調
理
さ
れ
、
大
型
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
を
駆
使
し
て
大

雪
の
日
も
駐
車
場
の
雪
か
き

を
さ
れ
る
な
ど
、
正
に
我
々

赤
倉
山
荘
好
き
に
と
っ
て
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
す
。
何

と
い
っ
て
も
凄
い
の
は
山
荘

を
30
年
間
に
渡
り
守
っ
て
い

た
だ
き
、
ピ
カ
ピ
カ
に
維
持

管
理
さ
れ
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
お
忙
し

く
て
一
緒
に
ス
キ
ー
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
は
ゲ

レ
ン
デ
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
我
々
に
ス
キ
ー
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
長
い

間
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
三
四
会
副
会
長

　

（
赤
倉
山
荘
担
当
）

�

渡
辺
真
純　

外
64
回
）

医療安全貢献賞に
山元良君、冨田健太朗君、
ほか2団体

ク
に
て
「
望
月
さ
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
大
感
謝
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

武
田
純
三
君
（
三
四
会
会

長
）
の
開
会
の
ご
挨
拶
、
赤

倉
山
荘
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー

で
も
あ
る
天
谷
雅
行
君
（
慶

應
義
塾
常
任
理
事
）
の
乾
杯

に
引
き
続
き
、
多
く
の
赤
倉

山
荘
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
が
旧

交
を
温
め
ら
れ
ま
し
た
。
菅

沼
安
嬉
子
前
連
合
三
田
会
会

長
か
ら
は
赤
倉
山
荘
再
建
当

時
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
来
賓
と
し
て
関
根
謙

君
（
三
田
文
学
編
集
長
、
元

文
学
部
長
）、
石
手
靖
君

（
慶
應
義
塾
大
学
体
育
研
究

所
教
授
）
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
と
し
て
望
月
さ
ん
と
奥
様

へ
の
感
謝
状
が
楊
浩
勇
君

（
眼
68
回
、
赤
倉
山
荘
運
営

副
委
員
長
）
か
ら
、
記
念
品

の
三
色
旗
の
ペ
ナ
ン
ト
が
秋

葉
庸
平
君
（
内
94
回
、
赤
倉

山
荘
運
営
委
員
）
か
ら
、
花

束
が
添
田
江
津
子
君
（
看
護

医
療
学
部
准
教
授
、
赤
倉
山

荘
運
営
委
員
）
か
ら
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
望
月
さ
ん
ご
夫

妻
か
ら
多
く
の
思
い
出
と
感

謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

新
し
い
管
理
人
の
川
本
さ
ん

か
ら
も
こ
れ
か
ら
の
力
強
い

抱
負
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
元
応
援
指
導
部
の
山
上

淳
君
（
皮
77
回
、
三
四
会
理

事
）
の
紹
介
で
元
応
援
指
導

部
の
小
山
太
輝
君
（
慶
應
義

塾
幼
稚
舎
教
諭
）
の
リ
ー
ド

に
よ
る
若
き
血
の
合
唱
と
エ

ー
ル
で
感
謝
祭
は
最
高
潮
に

達
し
ま
し
た
。
最
後
に
渡
辺

真
純
君
（
三
四
会

副
会
長
）
の
ご
挨

拶
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

再
建
以
来
30
年

も
の
間
、
山
荘
と

多
く
の
人
々
の
交

流
を
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
望
月
さ
ん

ご
夫
妻
の
ご
貢
献

を
再
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
出

よ
り
改
善
活
動
の
模
範
を
示

し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
虐
待
防
止
委
員
会

は
、
多
部
門
の
医
師
、
看
護

師
・
助
産
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
か
ら
構
成
さ

れ
、
児
童
、
周
産
期
、
Ｄ

Ｖ
、
高
齢
者
、
障
碍
者
の
各

領
域
で
、
虐
待
疑
い
事
例
や

ハ
イ
リ
ス
ク
事
例
に
対
応
し

（
昨
年
度
実
績
５
０
７
件
）、

虐
待
防
止
の
要
と
し
て
活
躍

し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
院
は
今
後
も
医
療
安
全

へ
の
尽
力
と
医
療
安
全
文
化

の
さ
ら
な
る
醸
成
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
医
療
安
全
管
理
部

�

藤
澤
大
介　

77
回
）

位
、
女
子
４
位
、
夏
季
競
技

第
２
位
で
あ
り
、
今
回
大
会

の
総
合
優
勝
は
、
そ
の
雪
辱

を
晴
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。

　

閉
会
式
に
は
、
本
塾
医
学

部
体
育
会
評
議
員
の
井
上
創

太
君
（
当
時
４
年
）、
前
東

医
体
評
議
委
員
佐
久
間
陽
君

（
当
時
５
年
）、
次
期
評
議

委
員
荒
井
隼
太
郎
君
（
当
時

３
年
）
が
出
席
し
、
総
合
優

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
は
、

毎
年
、
医
療
安
全
に
深
く
貢

献
し
た
個
人
・
団
体
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年

度
は
、
山
元
良
君
（
救
急
科

85
回
）、
冨
田
健
太
朗
君

（
小
児
科
89
相
当
）、
放
射

線
技
術
室
、
虐
待
防
止
委
員

１年生の活躍が光った


